
整理番号
■ 総合計画（後期基本計画）

１ 関連する個別計画

２ 施策目的（何を対象にどのような状態にしたいのか・どのような状態に持っていきたいのか）

３ 目標値など

（H17） （H20） （現状）

年間販売額 104,050百万円 H16 101,441百万円 H19 87,321百万円 H19 120,000百万円 H26

購買力流出入率 79％ H16 84％ H19 84％ H19 100％ H26

工業従業者1人当りの出荷額 13,956千円 H15 17,874千円 H20 16,420千円 H22 20,000千円 H26

事業所数（従業者4人以上） 282件 H15 253件 H20 207件 H22 350件 H26

（現状）

なし

14 59 11 48 50 57 58 19 22 24 68 69 78 # 80

４ 評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3

4

含む

サー
ビス

サー
ビス

他 負 2
(1,608)

維持
管理

現状維
持

特定サー
ビス

2なし

2,776

(3,052)

3,052

法人
11,608

3 4 産学官による研究・開発体制の確立魅力ある商店街づくり、商店街活動、空き店舗活用に対する支援を行い、市内商店街及び商業活動の活性化を目指す。

4
丹後ちりめんの発信、販路拡大と、織物事業者の経営基盤強化を推進し、シルクの新たな付加価値等を活用、発信することにより、ちりめん産業の総合
的な振興を目指す。

5 商店街の再生

6 新・丹後ちりめん産業の総合的な振興

5 農商工観連携を強化することにより商品・ブランド開発等を進めるとともに、産品の流通システムの確立を図る。また地産地消を推進する。
2 各産業の連携の強化（四位一体型）

7 Buy丹後（地元消費）の推進

計画策定時 H23年度実績値 目標

年度 年度 年度
個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考

後期基本計画作成時 H23年度実績値 目標

年度 年度 年度 （H26） 年度

総合
計画

めざす目標
指標名 総合計画作成時

工業の生産力を高めます

商業の販売力を高めます

2
商工会等関係団体への支援、商工業者へ対する金融支援、産学官の連携による研究・開発体制の確立により、市内商工業者の経営の安定化と成長
を目指す。

1 新たな産業のおこしの推進

No. 施策目的 関連する施策方針

1 3 工業団地の造成と積極的な企業誘致森本工業団地への企業誘致を図り、新たな雇用を創出し、若者の定住を促進する。

備考

なし

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

B
現状維
持新たなﾋﾞｼﾞﾈｽを事業化するため、市の地域資源を活用した大学生発案の起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟを実施 (1,106)

3 個性魅力 2単費
サー
ビス

法人 直・委
1,231 1,106

なし 含む
起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟ開催事業 商工振興課

A
現状維
持市内事業者等が行う起業、空き店舗の活用、ｼﾞｵﾊﾟｰｸ関連商品の開発等に対して補助金を交付 (5,484)

1 該当なし 2単費
サー
ビス

法人 直・補
5,304 5,484 市規

定
含む

商工業支援事業 商工振興課

A 縮小
市内商工業者等が事業資金を借り入れた際に負担する信用保証料の一部を補助 (48,000)

1 該当なし 2単費
サー
ビス

法人 補
46,774 48,000 市規

定
含む

信用保証料補助金 商工振興課

人材育成事業 【再掲】1-11 産業雇用総合振興課 12,468

「丹後・知恵のものづくりﾊﾟｰｸ」の研修事業・施設運営管理費用の一部を負担
A

A
現状維
持製造・加工業を対象に補助金交付(3社)、機械金属関連の研究会開催、市外との連携事業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ支援 -

2
特定サー

ビス
2単費

サー
ビス

法人 直・補・他
8,463 -

なし 含む
地域産業経営革新等対策事業 【再掲】1-10 産業雇用総合振興課／商工振興課

A
現状維
持織物事業者の実態把握のため、市内織物事業者を対象に実態統計調査を実施 (105)

1 該当なし 4単費 法人 直
216 105

なし 含む
織物業実態統計調査事業 商工振興課

A
現状維
持「丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会」に対して補助金を交付(販路開拓事業等を実施) (4,500)

3 個性魅力 4単費 団体 補
3,356 4,500

なし 含む
丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会補助金 商工振興課

3 個性魅力単費なし 含む 補
サー
ビス

団体 A 縮小4
ちりめん関連事業補助金 商工振興課

織物業、関連産業の振興に寄与する市きもの交流会に対して補助金を交付(会員数20事業所)

現状維
持全国和装山地市町村協議会への負担金及び森田翁顕彰会への負担金を支出 (80)

3 個性魅力 4単費含む B
和装産地関連事業負担金 商工振興課

B
現状維
持市内中小企業者と大学の共同研究に要した経費に対し補助金を交付 (1,000)

3 個性魅力 3単費
サー
ビス

法人 補
55 1,000 市規

定
含む

産学連携共同研究等促進事業 商工振興課

B
現状維
持京都工芸繊維大学京丹後ｷｬﾝﾊﾟｽ(京丹後市京都工芸繊維大学地域連携ｾﾝﾀｰ)の維持管理 (633)

1 該当なし 3単費
サー
ビス

法人 直
39 633

なし 含む
産学連携推進事業 商工振興課

B
現状維
持市内工業団地内の維持管理(工業団地入口看板照明電気代等) (2,210)

2
特定サー

ビス
1単費

維持
管理

法人 直・委
43 2,210

なし 含む
工業団地維持管理事業 【Ⅰ－①にも該当】 産業雇用総合振興課

A 拡大
工場の新増設と雇用促進を図るため奨励金を交付(新増設7件、雇用促進1件) (12,876)

2
特定サー

ビス
1単費

サー
ビス

法人 補
14,028 12,876 市規

定
含む

工場立地奨励金 【Ⅰ－①にも該当】 産業雇用総合振興課

S
現状維
持企業立地・事業立地を促進するための活動(企業訪問等 95か所)などを実施 (4,348)

－ － 1単費
企業立地促進事業 【Ⅰ－①にも該当】 産業雇用総合振興課3 工業団地の造成

と積極的な企業誘致

S
現状維
持地場産業振興センターの運営管理、地場産品のPR、販路拡大事業に対し補助(展示会8回) (28,323)

2
特定サー

ビス
5単費

サー
ビス

法人 補
28,323 28,323

なし 含む
丹後地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ運営費補助金 【7にも該当-1】 産業雇用総合振興課

3,899 現状維
持(3,899)

2直・補・他

現状維
持

A2法人
産業雇用総合振興課

A
現状維
持「丹後・知恵のものづくりﾊﾟｰｸ」の研修事業・施設運営管理費用の一部を負担 (1,608)

2
特定サー

ビス
2他 法人 負

12,468 11,608
なし 含む

維持
管理

人材育成事業 【4にも該当-4】 産業雇用総合振興課

特定サー
ビス

地域産業経営革新等対策事業 【4にも該当-3】 産業雇用総合振興課／商工振興課

B
現状維
持宇川織物技能ｾﾝﾀｰ、あしぎぬ苑等、商工業の振興に資する施設の維持管理 (193)

1 該当なし 2単費
維持
管理

市民 直・委
707 193

なし 含む
商工施設一般経費 商工振興課

A
現状維
持大宮織物ﾎｰﾙ及び丹後商業活性化ｾﾝﾀｰ等4施設を指定管理者制度により管理運営 (2,049)

4
民間補完
福祉増進

2単費
維持
管理

市民 指
5,184 4,555 市規

定
含む

指定管理施設運営事業 商工振興課

A
現状維
持地域産業の活性化を図るために活動している団体の活動を支援するとともに、各種事業を実施 (2,401)

1 該当なし 2単費
サー
ビス

市民
直・委・
補・負

3,518 2,401
なし 含む

商工振興一般経費 商工振興課／産業雇用総合振興課

単独
事業

含む
商工振興推進のための業務に必要な経費及び公用車等の維持管理経費

根拠
法令

2,697 2,519商工総務一般経費 商工振興課

(2,519)

事務事業評価結果 施策評価結果

なし 単費
内部
管理

－ －

施 策
貢献度

今後の
方向性説明数値

A
現状維
持

2－

施策
目的

－

関与必要性財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

予算額（単位：千円）

H23決算額 H24予算額

（一般財源）

施策名

政策名

④

Ⅰ

5

商工業の振興

交流経済都市 所管部局長の氏名

吉岡 茂昭

所管部局

商工観光部

施 策 評 価 調 書

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

商工会助成事業 商工振興課 サー
ビス

法人 直・補
89,019 80,999 市規

定
含む S

現状維
持市商工会が実施する小規模事業者への支援活動等に対して補助金を交付 (80,999)

2
特定サー

ビス
2単費

あんしん借換資金等利子補給事業 商工振興課
縮小

市内商工業者等が事業資金を借り入れ、返済の際に負担する利子の1.5％を超える分を補給 (90,000)
1 該当なし 2単費

サー
ビス

A法人 補
94,181 90,000 市規

定
含む

8,463

4 産学官による研
究・開発体制の確立

製造・加工業を対象に補助金交付(3社)、機械金属関連の研究会開催、市外との連携事業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ支援 サー
ビス

単費含む
機械金属業振興事業

平成23年度は、「地域産業経営革新等対策事業」で実施

-
なし

-

－
4,387 4,348

なし
内部
管理

－含む

サー
ビス

団体 負
80 80

なし

1 新たな産業おこし
の推進

2 各産業の連携の
強化（四位一体型）

5 商店街の再生

6 新・丹後ちりめん
産業の総合的な振
興

施策方針「1 新たな産業おこしの推進」欄の事業の中で、商店街の再生にかかる事業も
実施している

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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単独
事業

根拠
法令

事務事業評価結果 施策評価結果

施 策
貢献度

今後の
方向性説明数値

施策
目的

関与必要性財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

予算額（単位：千円）

H23決算額 H24予算額

（一般財源）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

5

6

1

1

2

※ 合計金額には再掲事業は含んでおりません。

※ 1-10の事務事業は、平成24年度当初予算において分割されていることから、H24予算額及び

今後の方向性（施策評価）欄を分割して表示しています。

５．今後の施策展開について

6 新・丹後ちりめん
産業の総合的な振
興

企業の成長に向けた新たな取組に対する支援を検討
する。

(298,960)

サー
ビス

補完・代替措置などがある場合は、その内容

サー
ビス

維持
管理

326,937 311,654

財源が減少していく
中で、効率的・効果
的に施策を推進する
ために、どのように施
策展開を図っていく
のか

No. 歳出抑制の考え方

1 商工業者の経営安定を図るための支援制度（利子補給、信用保証料補助）の在り方を検討する。

地場産業振興センターの運営管理、地場産品のPR、販路拡大事業に対し補助(展示会8回) (28,323)
2

特定サー
ビス

単費 法人 補
28,323 28,323

なし 含む
丹後地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ運営費補助金 【再掲】2-1 産業雇用総合振興課

B
現状維
持峰山織物センターの管理運営経費(延べ利用人数：16,369人) (3,087)

1 該当なし 4単費 市民 直・委
3,617 3,275 市規

定
含む

峰山織物ｾﾝﾀｰ管理運営事業 商工振興課

A
現状維
持「シルクのまちづくり市区町村協議会」への参加経費 (488)

3 個性魅力 4単費 法人 直
471 488

なし 含む
ｼﾙｸのまちづくり事業 商工振興課

計

7 Buy丹後（地元消
費）の推進

ＡＣＴＩＯＮ
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01

Ⅰ ④

① ②

○公用車維持管理費 2,667千円

（燃料代、車検代、修理代、保険料等）

商工観光部管理台数：9台

○事務用品費 30千円

商工業振興にかかる業務を円滑に推進することができた。

50商工総務一般経費

決算書 Ｐ.238

2,705千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

商工業振興にかかる業務を推進するために必要な経費及び公用車等の維持管理経費を計上
する。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 01商工総務費

事 業 所 管 課

07商工費

2,697千円

目
的

評
価
・
課
題
等

商工総務一般経費

商工観光部／商工振興課

8千円 99.7 %

不 用 額

- 3 -



01

Ⅰ ④

① ②

○優良従業員表彰事業補助金 539千円

受賞者に永年の業績を振り返っていただき、次の10年への励みとしていただく

とともに、それを通して市内企業の振興・活性化を図ることを目的として勤続表彰

が行われているが、勤続20年の154人に対して市長表彰を行った。

【同時に行う表彰】 ・勤続10年（京丹後市商工会長表彰）

・勤続30年（丹後労働基準監督署長表彰）

・勤続40年（特別功労者表彰）

○小規模事業経営支援事業補助金 71,917千円

京丹後市商工会による経営相談、金融斡旋、巡回指導及び小売商業振興事業など、

地域に密着した活動や事業への支援を行い、商工業者の経営の安定を図った。

・補助対象経費 261,059千円

○織物指導事業補助金 12,407千円

延べ3,171件の織物指導を実施し、織物業者の技術力向上及び丹後ちりめん等の

品質向上を図るとともに、織物業者の経費負担の軽減を図った。

○地域活性化事業補助金 4,156千円

市内の産業及び丹後ちりめんの振興と地域活性化に資するイベント（きもの祭、

京丹後商工祭）への支援を行った。

厳しい地域経済下において、商工会においては巡回指導の徹底充実を始め、経営相談、金融斡
旋など商工業者に対するさまざまな支援活動を行われるとともに、織物事業者への支援、産業振
興に資するイベントなどが実施され、商工業の振興に努めることができた。

01商工会助成事業

決算書 Ｐ.238

89,020千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（地域活性化事業補助金）

商工業の振興・発展を図るため、京丹後市商工会が実施する小規模事業者のニーズに対応
した経営相談等の支援活動、地域のコミュニティ活動等に対して補助金を交付する。

320千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

事 業 所 管 課

07商工費

89,019千円

目
的

評
価
・
課
題
等

商工会助成事業

商工観光部／商工振興課

1千円 99.9 %

不 用 額

補助対象経費 補助金額 開催日 場所

京丹後きもの祭 1,155千円 656千円 4月17日 アミティ丹後周辺

京丹後商工祭 6,767千円 3,500千円 11月5日～6日 丹後あじわいの郷
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01

Ⅰ ④

① ②

○京丹後市商工業経営安定利子補給金 94,181千円

・交付決定件数 2,045件

【内訳】

あんしん借換融資制度 1,110件 43,702千円

その他府融資制度 513件 40,224千円

京丹後市商工業振興融資制度 16件 227千円

政府系金融機関融資制度 406件 10,028千円

【参考】平成22年度交付決定件数等 165,643千円

・交付決定件数 2,093件

【内訳】

あんしん借換融資制度 1,152件 115,759千円

その他府融資制度 525件 40,712千円

京丹後市商工業振興融資制度 21件 282千円

政府系金融機関融資制度 395件 8,890千円

94,181千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率

市内商工業者等が借り入れた事業資金を返済する際に負担する利子の一部を補給すること
により、資金調達を円滑にし、もって市内商工業の振興に寄与する。

94,181千円

(②－①)

交流経済都市

100.0 %

※平成22年度『あんしん借換融資』の利子については借入利率の1％を超え
る部分について補助対象とした。

03経営支援事業

決算書 Ｐ.240

計画項目

02商工振興費

目
的

評
価
・
課
題
等

あんしん借換資金等利子補給事業

0千円

市内商工業者等が「京都府中小企業融資制度」、「京丹後市商工業振興融資制度」、「政
府系金融機関融資制度」に基づき事業資金を借入れた場合に負担した利子について、借入利
率の1.5％を超える部分（最大2.5％分で、年度内100万円が限度）を補給し、事業資金借入
にかかる負担を軽減し、経営の安定化を図った。

信用保証料補助制度とともに、資金借入に伴う負担を軽減することにより、事業者が設備投資
や運転資金の借入、また、借換による有利な借入への移行や、据置期間の設定を行いやすくな
り、市内商工業者の経営安定化が図られた。

不 用 額

基本方針

決 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費07商工費

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

主
な
財
源

- 5 -



02

Ⅰ ④

① ②

○京丹後市信用保証料補助金 46,774千円

交付決定件数：369件 （単位：件、千円）

※平成22年度は建設業に限り補助限度額を60万円（他の業種は40万円）とした。

・補助率（※平成23年度特例として、補助率を上乗せした）

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

02商工振興費

市内中小企業者が事業運営に必要な運転資金や設備資金を借り入れた際に負担する信用保
証料の一部を補助することで、資金調達を円滑にし、もって市内商工業の振興に寄与する。

厳しい経済情勢を勘案し、平成23年度中に実行された融資に係る保証料については、一部
補助率を上乗せして補助金（年度内40万円を上限）を交付することで、市内中小企業者の事
業資金借入に係る負担軽減と経営の安定化を図った。

99.6 %

03経営支援事業

決算書 Ｐ.240

46,953千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率

計画項目

(②－①)

厳しい景況が続く中、商工業者の資金調達の円滑化及び財務上の負担軽減を図り、経営の安定
化に資することができた。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

交流経済都市

事 業 所 管 課

07商工費

46,774千円

目
的

評
価
・
課
題
等

信用保証料補助金

商工観光部／商工振興課

179千円

不 用 額

基本方針

300万円超500万円以内 60 65

借入保証額 従来補助率 特例補助率

100万円以内 80

2,000万円超
30 40

500万円超700万円以内 50 55

700万円超1,000円以内

1,000万円超2,000万円以内 30 40

補助率を維持 80

100万円超300万円以内 70 補助率を維持 70

（2,000万円相当分） （2,000万円相当分）

40 50

件数 101 84 100 48 36 369

交付額 12,755 10,960 13,595 5,493 3,971 46,774

件数 129 117 146 76 61 529

交付額 14,398 12,952 17,040 8,399 6,393 59,182

業 種 合計その他建設業 製造業
卸売・
小売業

飲食店・
宿泊業

H23

H22

- 6 -
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Ⅰ ④

① ②

○商工業支援補助金 5,210千円

市内事業者等が行う下記の事業に対して補助金を交付した。

・起業家支援事業 2件 1,000千円

・起業家支援事業（継続分） 3件 1,500千円

・起業家支援事業（家賃補助） 2件 270千円

・空き店舗対策事業 6件 1,200千円

・空き店舗対策事業（家賃補助） 7件 640千円

・ジオパーク関連商品開発事業 2件 600千円

○経営相談会の開催 94千円

・開催日 第1回：平成24年3月16日 相談件数：3件

第2回：平成24年3月23日 相談件数：2件

○市内事業者及び市民が行う起業・空き店舗の活用・新商品の開発等に対して、個別の状況に対
応した支援を行い、市内商工業の活性化を推進した。
○経営相談会を開催し、市内事業者の経営に関する課題の解決や知識の習得に資することができ
た。

2,600千円

03経営支援事業

決算書 Ｐ.240

5,304千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率

計画項目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（商工業支援事業補助金）

市内事業者個々の課題解決や経営改善に向けたアドバイスを行うため、専門家
（中小企業診断士）による個別経営相談会を開催。経営状況のヒアリングを行
い、販路拡大や資金繰り対策など幅広い相談に対応した。

※平成22年度に起業し、1年以上事業を継続していた場合は平成23年度も
補助金を交付（平成22年度特例）

市民等が行う起業や空き店舗の活用に対して補助金を交付し、起業や事業拡大を促進する
とともに、専門家による経営相談会を開催し、市内事業者の経営課題解決に寄与した。ま
た、ジオパーク関連商品の開発に対して補助金を交付し、製品化及びジオパークのPRが図ら
れた。

地域経済の活性化を図るため、市民等が行う新たな取り組み等に対して支援を行うととも
に、市内事業者等が事業経営に必要な知識を習得するための経営相談会を実施する。

100.0 %

(②－①)

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

交流経済都市

02商工振興費

基本方針

事 業 所 管 課

07商工費

5,304千円

目
的

評
価
・
課
題
等

商工業支援事業

商工観光部／商工振興課

0千円

不 用 額決 算 額

- 7 -
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Ⅰ ④

① ②

○経費

・コンペ入賞賞金 400千円

（最優秀賞：150千円×1、優秀賞：100千円×1、優良賞：50千円×3）

・立案謝金（50千円×5件） 250千円

・コンペ開催に係る旅費 11千円

・消耗品費・オリエンテーションバス燃料代 50千円

・商標登録料 28千円

・委託料 476千円

（コンペ企画運営委託料・オリエンテーションバス運転委託料）

・有料道路通行料 16千円

〔事業化されているアイデア〕

■非使用時のデザインエコバッグ『Crepeco（クレペコ）』（H19年度作品）

■京丹後発ご当地バーガー『黒丹バーガー』（H20年度作品）

■畳まず収納 ちりめん折りたたみ傘（H20年度作品）

決算書 Ｐ.242

1,245千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)不 用 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

地域資源を活用した大学生発案の起業アイデアをもとに、京丹後市発の新たなビジネスを
事業化し、商工業の活性化を図る。

「連携・協力に関する包括協定」を締結している国立大学法人京都工芸繊維大学のほか、
京都府立大学、京都府立医科大学、京都ノートルダム女子大学、京都産業大学の学生を対象
に、京丹後市の地域資源（自然、文化、歴史、生産物等）を理解してもらうため、8月にオリ
エンテーション（1泊2日）を2回実施。その後、地域資源を活用した斬新な起業（事業）ア
イデアを大学側で募集、一次審査を通過した6件によるコンペティションを京丹後キャンパス
で行った。

また、コンペの対象となったアイデアについては、利用事業者を募集して市内における事
業化を図った。

府補 未来づくり交付金（起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟ開催事業） 360千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費07商工費

起業ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾍﾟ開催事業

07産学連携推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業

決 算 額

交流経済都市

コンペ対象となったアイデアは優秀なもので、事業化の可能性を秘めており、現在、事業化に
向けて検討されている案件もある。

事 業 所 管 課

1,231千円

目
的

評
価
・
課
題
等

商工観光部／商工振興課

14千円 98.8 %

※民間団体より、別途、最優秀賞150千円×1件、立案謝金50千円×1件
計200千円の資金協力をいただいた。
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Ⅰ ④

① ②

○染織講習会開催委託料

委託先：職業訓練法人丹後地域職業訓練協会（開講数：24回、受講者数：10人）

○着物着付教室開催委託料

委託先：職業訓練法人丹後地域職業訓練協会（開講数：15回、受講者数：9人）

○技能訓練事業委託料

委託先：丹後町機業振興協議会（織物技術講習会：1回（24人参加））

○おおみや生き活きフェスタ産業文化祭開催費補助金

「薫る文化・伸びゆく産業」をコンセプトとして実施する「おおみや生き活きフェ

スタ2011」（産業文化祭）への支援を行った。（開催日：10月30日（日））

○丹後地域産業活性化推進会議負担金

丹後地域産業活性化推進会議の主な事業

・山陰海岸ジオパークPR事業（パンフ作成、メディア発信等）

・KTR利用促進事業（のぼり旗作成、メディア発信等）

・先進地視察（島根県隠岐郡海士町、食品冷凍システムを視察）

・被災地支援（陸前高田市復興まちづくりイベントへの参加）

○事務費（地域ブランド協議会、GS世代研究会参加費用含む）

出張旅費、有料道路通行料、事務用品費等

※「GS世代」･･･ゴールデンシクスティーズ、「黄金の60代」という意味

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課・産業雇用総合振興課

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

商工振興一般経費

7千円

細 事 業 名

総 合 計 画

地域産業の活性化を図るために活動している団体に対し、その活動を支援するとともに、
各種事業の実施により商工振興を図る。

産業団体や産業イベントに対する支援、染織・着付け教室等の実施により、地域産業の活性化
に寄与した。

基本方針

決算書

07商工費

Ｐ.242

商工業の振興

予 算 科 目 01商工費 02商工振興費 50商工振興一般経費

3,518千円

執 行 率(②－①)

目
的

不 用 額決 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

最 終 予 算 額

99.8 %

計画項目

3,525千円

交流経済都市

地域産業活性化を図るため、産業団体や産業イベントに対する支援を行うとともに、染織
講習や着物着付教室を実施し和装産業の振興に寄与した。また、「地域ブランド連携協議
会」や「GS世代研究会」に参加し、地域のブランド化・新事業創出等の足がかりを作った。

900千円

1,500千円

644千円

172千円

216千円

86千円
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Ⅰ ④

① ②

○指定管理委託料 千円

・大宮織物ホール 千円

施設利用者数：延べ240回、5,494人（太極拳、よさこい、ダンス等）

・丹後商業活性化センター 千円

施設利用団体：1階 NPO法人全国まちづくりサポートセンター丹後支所等

2階 京丹後市商工会丹後支所

○修繕料 千円

弥栄機業センター1階屋上防水工事

○火災保険料 千円

商工活性化センター､大宮織物ホール､丹後商業活性化センター､弥栄機業センター

○土地借上料 千円

大宮織物ホール土地借上料（2,470㎡）

(②－①)

交流経済都市

381千円

334

630

3,755

市内商工施設の適正な管理運営を行い、施設利用者の利便性の向上と商工業の振興を図
る。

京丹後市大宮織物ホール、京丹後市丹後商業活性化センター等4施設について、京丹後市商
工会を指定管理者として管理運営を委託し、適正な管理運営を行った。

4,133

02商工施設指定管理運営事業

決算書 Ｐ.244

5,185千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 大宮織物ﾎｰﾙ電気料

378

87

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 03商工施設費

決 算 額

指定管理者により市内商工施設の適正な管理運営を行うことができた。

事 業 所 管 課

07商工費

5,184千円

目
的

評
価
・
課
題
等

指定管理施設運営事業

商工観光部／商工振興課

1千円 99.9 %
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Ⅰ ④

① ②

○商店街駐車場外灯電気代（峰山町 旧小谷医院跡地） 4千円

○あしぎぬ苑水道料 12千円

○あしぎぬ苑管理委託料（委託先：鳥取老人会） 52千円

○宇川織物技能センター管理委託料（委託先：宇川先染組合） 130千円

○宇川織物技能センター火災保険料 5千円

○大宮織物ホール非常放送設備、火災報知機修繕 504千円

事 業 所 管 課

07商工費

707千円

目
的

評
価
・
課
題
等

商工施設一般経費

商工観光部／商工振興課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 03商工施設費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

商工業の振興に資する施設の維持管理を行う。

50商工施設一般経費

決算書 Ｐ.244

707千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

商工業、織物業の振興を目的とした施設の適正な管理運営を行うことができた。
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Ⅰ ④

① ②

【食材マッチングセミナー】

生産者の販路開拓支援 3回シリーズ 9人

【丹後新分野進出研究会の実施】

「ビジネスマッチング推進セミナー」開催

平成23年10月17日 丹後機械工業協同組合 20人

「新分野展開推進セミナー」開催

平成23年12月14日 アグリセンター大宮 99人

【機械金属関連マッチング事業支援】

マッチング会議出席／4回、マッチング商談会／1回、講師打合せ／1回

【製造･加工業経営革新等推進事業補助金】

公募期間：平成23年4月20日～5月20日

交付決定：3社（食品加工1／織物1／機械金属1）

【新分野･ビジネス開拓推進事業補助金】

交付先：丹後機械工業協同組合（国内4か所関連展示商談会出展／参画15社）

【新事業･ビジネスマッチング推進事業補助金】

交付先：丹後機械工業協同組合（ﾏｯﾁﾝｸﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ10人／参画17社）

延べ64件マッチング／30件マッチング成立／2件受注成立

【その他経費】

事務用品

97千円

事 業 所 管 課 商工観光部／産業雇用総合振興課・商工振興課

主
な
財
源

2,300千円

評
価
・
課
題
等

○地域産業の自立化促進のため、機械金属関連産業を中心に市外への発信事業、市外との連携事
業等のコーディネート支援を実施。
○地域産業の主役は個々の企業活動にあることから、既存取引にとらわれない能動的かつ主体的
な企業活動が推進されるよう、実態に応じた支援を検討する必要がある。

府補 未来づくり交付金（新事業･ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ推進事業補助金）

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（販路開拓ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ招聘事業）

府補

事業者間マッチング、販路開拓、新分野進出に係る事業、団体活動支援を実施するととも
に、経営革新に取り組む製造・加工事業者を支援した。

府補 未来づくり交付金（新分野･ﾋﾞｼﾞﾈｽ開拓推進事業補助金） 400千円

80千円

4,855千円

1,000千円

2,302千円

169千円

未来づくり交付金（製造･加工業経営革新等推進事業補助金）

地域産業経営革新等対策事業

58千円

決 算 額

1,100千円

8,463千円

目
的

99.3 %

40千円

(②－①)

計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

交流経済都市

07商工費

基本方針

地域産業が持つ基盤や人材、地域産業から生み出される製品を地域の資源と捉え、補助金
の交付や推進事業展開等のコーディネート支援により地域産業の経営革新を推進する。

不 用 額

08地域資源活用推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業

決算書 Ｐ.242

8,521千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率

02商工振興費

- 12 -



01

Ⅰ ④

① ②

○ 負担金

・管理運営事業負担金

・人材育成研修事業負担金

人材育成研修事業受講者実績

『ものづくり人材スキルアップ緊急対策事業』

4回開催（7月～2月）、受講者数：年間延べ495人

（雇用調整助成金等対象講座として実施）

≪参考≫

○公益財団法人京都産業21北部支援センターにおける事業

・人材育成事業：技術講座、経営講座を実施

（実施講座数：69講座、受講者数：延べ1,271人）

・経営相談事業：受発注の紹介斡旋、商談会の開催、新事業の展開、専門家

派遣、販路開拓、経営革新、設備投資に関する相談への対応

・機器貸付事業：機械金属加工及び織物に関する試験、分析、測定、加工等

の機器を時間単位で貸付（「精密ﾚｰｻﾞｰ計測ｼｽﾃﾑ」など）

○「丹後・知恵のものづくりパーク」運営経費 162,369千円

京都府支出金 97,763千円

事 業 所 管 課

07商工費

12,468千円

目
的

評
価
・
課
題
等

人材育成事業

商工観光部／産業雇用総合振興課

37千円 99.7 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ市町村等交付金

「丹後・知恵のものづくりパーク」における事業の円滑な実施を促すとともに、市内企業
等の一層の成長を図ることにより、地域産業の活性化を促進する。

公益財団法人京都産業21北部支援センターが、「丹後・知恵のものづくりパーク」におい
て行う人材育成研修及び施設管理運営に係る費用の一部を負担することにより、同パークの
適正な管理運営を推進するとともに、事業活動を行う上で必要となる知識、技術等を地元企
業の従業員等に習得させるための事業を実施し、人材育成を推進した。

12,468千円

10人材育成事業

決算書 Ｐ.242

12,505千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

10,896千円

11,472千円

996千円

○「丹後・知恵のものづくりパーク」におけるものづくり人材育成、地域中小企業への経営・技
術の総合支援等、府北部地域のものづくり産業の振興を図るための各種事業を円滑に実施でき
た。
○今後、地域の景況を注視しつつ、より地元企業のニーズに沿った人材育成事業を実施する必要
がある。
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01

Ⅰ ④

① ②

○財団法人丹後地域地場産業振興センター運営費補助金

【主な実施事業】

・手織体験指導員養成講座の実施（11人の指導員を養成）

・展示ギャラリーの実施（8企画 通算173日間 来場者数10,008人）

・染色体験の実施（市民・観光客等318人が体験）

・地場産品の常設展示即売

・Tango Good Goods認定事業及び販売促進の実施

平成23年度認定者数：46社

見本市の開催：「Tango Good Goods見本市」10/22～23 宮津市体育館

出展者数：50社、来場者数：4,700人

・各地域主催物産展、各種展示会、イベント等への出展

丹後のええもんうまいもん展（吹田市11回、名古屋市3回、神戸市1回）他

・ICTを活用した丹後産品の集積・販売事業（農林水産品等）【新設】

7月受注販売開始 取引件数539件（登録生産者数102人）

販売金額：WEBサイト受注分 867千円、直接受注分 4,417千円

・カタログ、商品販売用WEBサイトによる丹後産品情報の発信

・施設管理及び運営

≪参考≫地場産品等販売実績額 49,047千円（ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ分を除く）

丹後地域の地場産業振興拠点である財団法人丹後地域地場産業振興センターの運営を支援
することで、本市における商工業及び観光等の総合的な振興を図る。

財団法人丹後地域地場産業振興センターが行う施設管理、丹後ブランド産品の販売、地場
産品の販路拡大、新商品の開発、人材育成、情報の収集・提供等、地場産業の振興を図るた
めの各種事業運営に対し、補助金を交付した。

28,323千円

02商工振興費

(②－①)

交流経済都市

07商工費

28,323千円

目
的

100.0 %

基本方針

28,323千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率不 用 額

計画項目

丹後地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ運営費補助金

0千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

決 算 額

02商工団体等支援事業

決算書 Ｐ.238

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

事 業 所 管 課 商工観光部／産業雇用総合振興課

評
価
・
課
題
等

○物産展、展示会などへの出展を増やし、地場産品のPR及び販売促進を年間通して実施すること
で、地場産品の一層の振興を図ることができた。
○ICTを使ったシステムの運用を開始し、地場産品の集積・販売を行うことで、地域のPRと販路
開拓・拡大につなげることができた。
○今後も地場産業の更なる振興のため、実施事業を検討していく必要がある。
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01

Ⅰ ④

① ②

企業立地、事業立地を促進するための活動を行った。

【企業訪問等立地推進活動】

企業、関連団体、展示商談会等 延べ95か所

【PRパネル作成･企業立地ガイド増刷･リーフレット作成】

A1パネル（3枚）、ガイド（1,000冊）、リーフレット（500枚）

【工業団体機関紙への広告掲載】

日本工作機械工業会「工業会だより」等

【平成23年度京丹後市企業立地推進業務の実施】

委託先：財団法人日本立地センター 新規立地意向調査15,000件／回収2,150件

【企業情報、倒産情報、及び業況判断等情報の取得】

データ元：株式会社帝国データバンク

独自抽出企業への立地アンケートの実施 市外999社 回答42社

【企業誘致関連展示商談会への出展】

｢企業立地フェア2011｣ 平成23年7月13日～15日（東京ビッグサイト）

｢関西機械要素技術展｣ 平成23年10月5日～7日（インテックス大阪）

【その他経費】

京都府市町村企業誘致推進連絡会議負担金

1,218千円

80千円

80千円

305千円

30千円

1,050千円

90千円

(②－①)

交流経済都市

600千円

市内における企業･工場の新増設や誘致などの企業立地･事業立地を促進し、企業成長に伴
う雇用機会の拡大など、市民生活の充実･発展と産業横断的な地域経済の活性化を図る。

基本方針

決 算 額

1,614千円

04企業立地推進事業

決算書 Ｐ.240

4,480千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率不 用 額

計画項目

02商工振興費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（企業･工場誘致ﾌｪｱ出展事業）

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

○平成22年11月に竣工した森本工業団地4区画は未売却のまま推移。
○既に有する立地協議を継続するとともに、残る区画及びその他の適地への立地促進のため事業
を行った。
○本事業は常設事業となってはならないことから、これまでの活動を生かしつつ、制度の見直し
や確度の高い企業アプローチを包括的に展開し、早期の立地獲得が求められる。

事 業 所 管 課

07商工費

4,387千円

目
的

評
価
・
課
題
等

企業立地促進事業

商工観光部／産業雇用総合振興課

93千円 97.9 %

- 15 -



02

Ⅰ ④

① ②

○工場新増設奨励金

・交付決定件数 7件

・交付決定額 12,828千円

○雇用促進奨励金

・交付決定件数 1件

・交付決定額 1,200千円

事 業 所 管 課

07商工費

14,028千円

目
的

評
価
・
課
題
等

工場立地奨励金

商工観光部／産業雇用総合振興課

1千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

市内における工場の新設及び増設を促進することによって、市内における雇用の拡大を図
り、もって本市の産業の振興を図る。

京丹後市工場立地促進条例の規定に基づき、従業員規模により3千万円または5千万円以上
の投資を伴って工場の新増設を行い、かつ、常用雇用者を3人以上増加させた「指定工場」に
対して、固定資産税相当額の奨励金を交付した。（最初に課税された年度から5年以内）

また、新規地元雇用者1人につき40万円の奨励金を交付した。（5年間、上限360万円）

14,029千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

04企業立地推進事業

決算書 Ｐ.240

○工場立地奨励金を交付することにより、市内における工場の新設及び増設を促進するとともに
雇用の拡大・安定化に寄与することができた。
○雇用促進奨励金を交付することにより、地元からの新規雇用を促進することができた。
○円高等により製造業を中心に国内事業所が厳しい状況に置かれている中、企業立地による雇用
拡大及び産業振興を図っていく上で企業立地に関する支援制度はますます重要度を増しているた
め、今後、制度改正等について検討する必要がある。
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03

Ⅰ ④

① ②

市内工業団地の維持管理を行った。

○ 光熱水費 千円（赤坂工業団地 入口看板照明）

○ 土地借上料 千円（大山工業団地 下水道管敷設地）

市内5か所の工業団地における維持管理を行う。

40

3

02商工振興費

(②－①)

交流経済都市

07商工費

43千円

目
的

71.6 %

基本方針

60千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率不 用 額

計画項目

工業団地維持管理事業

17千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

決 算 額

04企業立地推進事業

決算書 Ｐ.240

事 業 所 管 課 商工観光部／産業雇用総合振興課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

評
価
・
課
題
等

必要に応じた維持管理を図り、引き続き立地企業の満足度向上に努める。
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Ⅰ ④

① ②

○事業経営・技術相談会

・開催日 平成23年7月4日（月）、平成24年3月23日（金）

・場所 京丹後市京都工芸繊維大学地域連携センター

・相談件数 4件

○産学連携推進金融懇談会

・開催日 平成24年3月22日（木）

・参加者 市内金融機関6支店

株式会社京都銀行峰山支店、網野支店、久美浜支店

京都北都信用金庫峰山中央支店、網野支店、浜詰支店

京都工芸繊維大学

産学官連携マネージャー、産学官連携コーディネーター

○打ち合わせ・コーディネート経費

・旅費 14千円

・有料道路通行料 5千円

○維持管理経費

・補修材料購入費等 20千円

執 行 率(②－①)

02商工振興費

京丹後市京都工芸繊維大学地域連携センターを拠点とした産学連携事業を通じ、大学の持つ技
術・知識・人材と市内事業者を結びつけ、市内産業の振興に寄与することができた。

「連携・協力に関する包括協定」を締結している国立大学法人京都工芸繊維大学の協力の
もと、「事業経営･技術相談会」「産学連携推進金融懇談会」を開催するほか、大学の持つ技
術・知識及び人材と市内産業や市内事業者を結びつけるためのコーディネートを行った。

また、産学公連携の拠点となる京丹後市京都工芸繊維大学地域連携センター（京都工芸繊
維大学京丹後キャンパス）の維持管理等を行うことにより、良好な環境で大学と市内学校の
交流、大学の市内イベント参加、公民館活動での学生との交流等を行うことができた。

計画項目

48千円 44.8 %

不 用 額決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

01商工費

交流経済都市基本方針

大学と市内産業や市内事業者を結びつけるコーディネートを行うとともに、産学公の連携
拠点施設である京丹後市京都工芸繊維大学地域連携センターの維持管理等を行う。

07産学連携推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業

決算書 Ｐ.242

87千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

事 業 所 管 課

07商工費

39千円

目
的

評
価
・
課
題
等

産学連携推進事業

商工観光部／商工振興課

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画
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04

Ⅰ ④

① ②

○研究テーマ 桑葉成分の季節変化に関する研究

○共同研究実施大学 国立大学法人京都工芸繊維大学

○補助事業者 有限会社京丹後ふるさと農園

○総事業費 110千円

○補助金額 55千円 （補助率1/2、50万円限度）

＜参考：共同研究等とは＞

【共同研究】

事業者と大学が協力して、共通の課題について研究することによって、

優れた成果を生み出そうとするもの。

【委託研究】

事業者の負担する経費を使用して、大学が職務として研究を行い、そ

の成果を事業者に報告するもの。

大学の持つ高度な学術資源（シーズ）を活用することにより、市内事業者の経営課題の解決に
寄与した。

07産学連携推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業

決算書 Ｐ.242

市内中小企業者等が大学と実施する共同研究のため、大学に支払った研究経費に対し補助
金を交付することにより、新商品・新サービスの開発や新技術の導入等による製品・サービ
スの高付加価値化を図ることに寄与することができた。

55千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（産学連携共同研究等促進事業補助金）

市内中小企業者等と大学の連携を促進し、もって市内産業の高度化や新産業の創出等を実
現するため、大学との共同研究等に取り組む市内中小企業者等に対し補助金を交付する。

20千円

基本方針 計画項目

100.0 %

不 用 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

交流経済都市

事 業 所 管 課

07商工費

55千円

目
的

評
価
・
課
題
等

産学連携共同研究等促進事業

商工観光部／商工振興課

0千円

- 19 -



03

Ⅰ ④

① ②

○全国和装産地市町村協議会負担金 30千円

【会員数】：15市町（平成24年3月31日現在）

【主な事業】

・総会及び全体会議の開催（各年1回）

・「きものサミットin十日町」への参加

・「伝統産業の日2012」（京都市イベント）への参加

・情報誌の発行（年1回）

・調査研究事業（内容：「後継者育成のための取り組み」に関する実態調査）

○森田翁顕彰会負担金

【主な事業】 50千円

・ちりめん始祖森田翁慰霊祭の開催

・墓所の清掃及び供養

○全国和装産地市町村協議会のさまざまな事業を通して本市のPRが図られたほか、全国の和装産
地における課題や取り組み等の情報共有により、本市の施策検討に役立てることができた。
○森田翁顕彰会の活動により、森田翁の偉業や丹後ちりめんの歴史文化を後世に継承することが
できた。

事 業 所 管 課

07商工費

80千円

目
的

評
価
・
課
題
等

和装産地関連事業負担金

商工観光部／商工振興課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

決 算 額

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

和装産業の振興・発展を図るため、全国和装産地市町村協議会に加盟し活動に参加すると
ともに、市内の織物関連団体で組織する森田翁顕彰会の活動を支援する。

和装産業の振興を推進するため、本市を含む全国の和装産地自治体で組織する全国和装産
地市町村協議会に対し、負担金を支出した。加えて、本市、丹後織物工業組合、京丹後市商
工会及び峰山町内の機業組合で組織する森田翁顕彰会に対し、負担金を支出した。

02商工団体等支援事業

決算書 Ｐ.238

80千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)
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04

Ⅰ ④

① ②

○京丹後市きもの交流会補助金 1,152千円

【会員数】：20事業所（平成24年3月31日現在）

【主な事業】

○京丹後ちりめん祭補助金 1,624千円

会場設営、各種催事の開催及びステージ出演者への謝礼等に係る経費補助

【第61回京丹後ちりめん祭の概要】

・開催日：4月16日～17日 ・開催場所：アミティ丹後周辺

・総事業費：2,357千円

・主な内容：きもの大パレード、織物の展示、呉服販売、きものショー、

着物無料レンタル着付け、お茶席、スタンプラリー抽選会

・同時開催：京丹後きもの祭（京丹後市商工会主催）

京丹後市きもの交流会の積極的な事業活動及び京丹後ちりめん祭の開催を通して、丹後ちりめ
んやきもののPRが図られたことにより、和装への関心の高揚につながった。

事 業 所 管 課

07商工費

2,776千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ちりめん関連事業補助金

商工観光部／商工振興課

2千円

不 用 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

550千円

府補 未来づくり交付金（京丹後ちりめん祭補助金）

基本方針 計画項目

決 算 額

和装産業等の振興・発展を図るため、市内のきもの関連業者で組織する京丹後市きもの交
流会の活動及び本市の和装関連イベントである「京丹後ちりめん祭」の開催を支援する。

99.9 %

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（京丹後市きもの交流会補助金）

02商工団体等支援事業

決算書 Ｐ.238

2,778千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

02商工振興費

・京丹後ちりめん祭等、市内の和装、観光及び地域振興イベントへの参加協力
（きものファッションショーや染色体験教室の開催）

・国民文化祭｢シルクファッションフェスティバル」きものファッションショーの
企画運営

・きものや帯等の新商品開発
・市内全9中学校の卒業生を対象とした、ちりめん製卒業証書の製作
・会員の事業活動に必要な知識習得を目的とした視察研修の実施
・市民の和装着用促進を目的としたきもの着付け教室の開催

【総事業費】 2,917千円

きもの関連業に携わる会員の事業経営や商品開発等に関する能力の向上、加えて、丹後ち
りめんを中心とする織物業及び関連産業の振興に寄与することを目的に活動する「京丹後市
きもの交流会」に対し、積極的な事業の推進と円滑な会の運営を図るため補助金を交付し
た。

また、織物関連産業の振興及び活力ある地域づくりを推進するため、市や織物関連団体等
で組織する京丹後ちりめん祭実行委員会に対し、補助金を交付した。

810千円
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05

Ⅰ ④

① ②

○丹後ファッションウィーク開催委員会補助金 3,356千円

【販路開拓事業】

国内最大の繊維総合見本市「ジャパン・クリエーション2012」に、京丹後市

及び与謝野町の企業11社が合同ブースを構えて出展し、商談活動を展開した。

・10月12日～14日、東京国際展示場 ・商談件数：67件（うち新規53件）

【産官学連携事業】

関西圏のファッション関連校4校と連携し、丹後織物を使った学生の作品制作

及び連携校主催の制作発表会等を通じて、丹後織物のPRを行った。

【和装産地間連携事業】

国内最大の和装産地・京都市と、きもの需用の拡大を共通目的に連携し、首都圏

において新作きものによる和装プロモーションイベントを実施した。

・11月9日～15日、銀座三越（東京都） ・来場者数：6,046人

【丹後織物製品開発・販売促進事業】

女子美術大学と連携し、美大生のデザインセンスを活用した丹後織物のデザイン

及びその生地を使った雑貨類の作品制作を行った。

・作品点数：48点（制作に関わった学生：24人）

【海外市場調査・販路開拓支援事業】

織物事業者等を対象に販路開拓へのアドバイス等を行うセミナー及び個別相談会

を開催した。（参加者：20人）

事 業 所 管 課

07商工費

3,356千円

目
的

評
価
・
課
題
等

丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会補助金

商工観光部／商工振興課

0千円 100.0 %

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費

交流経済都市

02商工振興費

基本方針 計画項目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

02商工団体等支援事業

決算書 Ｐ.238

・連携校：東洋きもの専門学校、京都造形芸術大学、上田安子服飾専門学校、
ディーズファッション専門学校

3,356千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

予 算 科 目

執 行 率不 用 額 (②－①)決 算 額

織物業及び関連産業の振興・発展を図るため、丹後2市2町の自治体や織物関連団体で組織
する丹後ファッションウィーク開催委員会の活動を支援する。

府補 未来づくり交付金（丹後ﾌｧｯｼｮﾝｳｨｰｸ開催委員会補助金） 1,400千円

日本最大の絹織物産地「丹後」の競争力の強化及び織物関連産業の振興・発展を図るた
め、「丹後織物」の魅力発信、織物事業者の国内外の販路開拓及び産官学の連携事業を実施
する「丹後ファッションウィーク開催委員会」に対し、補助金を交付した。

○丹後ファッションウィーク開催委員会のさまざまな事業活動を通じて、丹後織物や産地のPR及
び織物事業者の国内外の販路開拓が図られ、丹後織物の需要拡大につながったものと思われる。
○丹後ファッションウィーク事業の費用対効果を検証した上で、補助金額の見直しを図る必要が
ある。
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01

Ⅰ ④

① ②

○ 消耗品費 10千円

○ 調査員謝金 206千円

【平成23年度織物業実態統計調査の概要】

・調査基準日 平成24年2月1日

・調査事業所数 1,375事業所

・調査方法 国の「平成24年経済センサス-活動調査」と併せて実施

・調査員数 65人

・調査謝金単価 1件につき150円

・調査項目 経営実態、生産形態、従業者、後継者、経営規模見通し

生産状況、織機保有台数等

・集計及び結果の公表 平成24年度に報告書を作成し、関係団体等に配付する。

事 業 所 管 課

07商工費

216千円

目
的

評
価
・
課
題
等

織物業実態統計調査事業

商工観光部／商工振興課

29千円 88.1 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

市政施策の基礎資料を得ることを目的に、市内の織物事業者を対象に織物業実態統計調査
を実施する。

市内の織物事業者の経営・生産形態等を把握し、織物振興施策等の検討・立案に役立てる
ため、市内全ての織物事業所を対象に織物業実態統計調査を実施した。

245千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

05織物業実態統計調査事業

決算書 Ｐ.240

○織物業実態統計調査の実施により、市内織物事業者の実態が明らかになり、施策の検討・立案
に必要な基礎資料を得ることができた。
○織物業実態統計調査業務については、定型的な業務内容となっているため、今後アウトソーシ
ングを検討する必要がある。
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01

Ⅰ ④

① ②

○職員旅費 471千円

【協議会の概要】

・自治体会員数 26市区町（平成24年3月31日現在）

・特別会員 5人（経済産業省等の職員）

・顧問 11人（ファッションジャーナリスト、テキスタイルデザイナー等）

・協賛団体 24団体（蚕糸団体、産地織物組合、絹業関連団体）

・事業内容 情報誌の発行、協議会ホームページ及びブログの運営、視察研修

国の関係機関への要望活動、総会及び幹事会の開催

自治体会員及び顧問の勧誘による組織拡大等

事 業 所 管 課

07商工費

471千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｼﾙｸのまちづくり事業

商工観光部／商工振興課

20千円 95.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 02商工振興費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

シルク産業の振興・発展を図るため、シルクに関する産業及び歴史・文化を持つ全国の自
治体等で組織する「シルクのまちづくり市区町村協議会」の活動を推進する。

「シルクのまちづくり市区町村協議会」に参加し、シルク産業の振興とシルク文化を活用
した魅力ある地域づくりを目的に活動を行った。

491千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

12ｼﾙｸのまちづくり事業

決算書 Ｐ.242

協議会のさまざまな事業活動を通して、シルクに関する有益な情報発信が広くなされたほか、
関係者間において情報共有が図られたことから、今後ビジネスマッチングや多角的な連携につな
がっていくことが期待される。
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01

Ⅰ ④

① ②

市民に安全かつ快適に施設を利用いただくため、適正な管理運営を行った。

○目的別利用件数 （単位：件）

○延べ利用人数 17,839人

○管理運営費 3,617千円

・宿日直代行業務委託料 1,694千円

・電気代、上下水道代 976千円

・機械警備委託料等 111千円

・土地借上料（203㎡） 185千円

・消耗品費、燃料費、修繕料等 240千円

・電話代 47千円

・公有建物共済分担金、テレビ受信料等 25千円

・備品購入費（エアコン、消火器） 339千円

第1・2
合計

研修室

430 213 192 358 1,193

○部屋別利用件数

大会議室 小会議室 教養室

274 20 255 1,193134 174 308 28

ｽﾎﾟｰﾂ・
相談業務 その他 合計

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
会議 研修 教室

サークル

活動

事 業 所 管 課

07商工費

3,617千円

目
的

評
価
・
課
題
等

峰山織物ｾﾝﾀｰ管理運営事業

商工観光部／商工振興課

23千円 99.3 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01商工費 03商工施設費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 公有財産使用料

市民の織物に関する知識の修得に寄与するとともに、市民の福祉の増進を図るため、峰山
織物センターを管理運営する。

187千円

3,640千円

最 終 予 算 額

商工業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

01峰山織物ｾﾝﾀｰ管理運営事業

決算書 Ｐ.244

使用料 峰山織物ｾﾝﾀｰ使用料 124千円

○職業訓練、教室・サークル活動を行う施設として多くの利用があり、各種活動の推進に寄与し
た。
○今後も安全かつ適正な維持管理に努めると同時に、維持管理経費の節減を図っていくことが必
要である。
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